Basic Science and Functionalization of Organic Devices by 梶, 弘典
Title有機デバイスの基礎科学と高機能化
Author(s)梶, 弘典


















Figure 1. 3ACR-TRZ の分子構造ならびに HOMO、
LUMOの分布. 
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のためには発光材料の HOMO と LUMO を空間的に分離させればよいことが知られている。
本研究では、量子化学計算ソフト Gaussian 09 とその結果解析ソフト GaussView を用いて、
ΔESTの相対比較ならびに HOMO、LUMO の可視化に基づく材料探索を実施した。その結果、
電 子 ド ナ ー で あ る 9,9-dimethylacridane (ACR) と 電 子 ア ク セ プ タ ー で あ る








3ACR-TRZ を発光材料として、塗布型有機 EL 素子（素子構造 ITO（50 nm）/PEDOT:PSS
（35 nm）/16 wt% 3ACR-TRZ:CBP（45 nm）/BmPyPhB（30 nm）/Liq（1 nm）/Al（80 nm））を作製
した。透明電極（ITO）付のガラス基板上に、ホール輸送層（PEDOT:PSS）および発光層（16 
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